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教育行政

小
規
模
小
学
校
の
交
流
学
習
は

体
験
学
習
の
交
流
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

地域活性化
「
ス
タ
ン
プ
」券
で
公
共
料
金
の
支
払
い
を

条
件
整
備
が
必
要
で
今
後
の
検
討
課
題

町の考えを聞く

質
問

少
子
化
に
伴
い
、
町

内
の
小
中
学
校
十
一
校
の
う
ち

五
校
は
百
人
以
下
の
小
規
模
で

あ
る
。
少
人
数
指
導
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

①
小
学
校
低
学
年
の
三
十
人
以

上
学
級
や
複
式
学
級
に
よ
る

授
業
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、

サ
ポ
ー
ト
教
員
を
配
置
し
充

実
し
た
教
育
を
行
う
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

②
小
規
模
小
学
校
同
士
の
交
流

学
習
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
る
か
。

松
尾
教
育
長

①
サ
ポ
ー
ト
配
置
は
、
小
学
校

一
年
生
三
十
人
超
学
級
、
小

学
校
二
年
生
三
十
五
人
超
学

級
、
複
式
学
級
十
四
人
以
上

の
場
合
に
配
置
。
数
名
の
と

こ
ろ
で
制
度
の
適
用
が
出
来

な
い
場
合
に
町
単
独
で
サ

ポ
ー
ト
を
配
置
す
る
こ
と
は

財
政
上
困
難
で
あ
り
、
管
理

職
が
サ
ポ
ー
ト
し
少
人
数
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

②
荒
川
・
轟
木
・
大
浦
小
学
校

の
三
校
で
平
成
十
七
年
度
か

ら
合
同
宿
泊
学
習
を
実
施
し

て
お
り
、
学
校
間
の
交
流
と

集
団
生
活
を
体
験
す
る
機
会

を
設
け
て
い
る
。
今
後
と
も

各
校
の
特
色
を
生
か
し
な
が

ら
、
体
験
学
習
を
中
心
と
し

た
学
習
交
流
会
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

質
問

町
内
に
大
型
チ
ェ
ー

ン
店
が
開
業
す
る
よ
う
で
あ
る
。

更
に
空
店
舗
が
多
く
な
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。

商
店
街
の
活
性
化
の
一
つ
と

し
て
、
地
域
通
貨
を
活
用
し
た

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
町

内
の
商
店
で
つ
く
る
「
ス
タ
ン

プ
会
」
の
ス
タ
ン
プ
券
を
活
用

し
て
、
公
共
料
金
を
支
払
っ
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

沼
崎
町
長

買
物
ス
タ
ン
プ

は
、
顧
客
の
確
保
と
販
売
促
進

を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
の
歳
入
の
収

入
は
、
現
金
に
よ
る
収
納
が
原

則
と
な
っ
て
お
り
、
ス
タ
ン
プ

券
に
よ
る
公
共
料
金
の
直
接
納

付
は
、
現
行
制
度
で
は
不
可
能

で
あ
る
。

こ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
に

は
、
ス
タ
ン
プ
券
の
発
行
元
で

あ
る
協
同
組
合
で
ス
タ
ン
プ
券

を
換
金
で
き
る
条
件
整
備
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
、
新
た
な
町

の
収
納
事
務
の
検
討
も
必
要
で

あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
考

え
て
い
る
。

合同宿泊学習で学校間の交流と集団生活を体験する
交流学習が行われています
（荒川・轟木・大浦小学校合同による鯨山登山）


